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1． 緒言 
近年，エレクトロスピニング(ES)法を利用した無機ナノファイバーの開発が活発に行われてい
る．無機成分としてはシリカ，酸化銅，酸化チタン，酸化ニッケルなどのナノファイバーが前駆
体法により形成されている 1)．本研究ではアルミナ(Al2O3)ナノファイバーを形成し，その構造を
調べることを目的とした．アルミナはコストが安く，また良好な耐熱性，耐食性，電気絶縁性の
ため広く利用されている材料の一つであり，ナノファイバー化の研究も報告されている．最近の
例として，エタノールを溶媒とした紡糸液を用い ES 法により前駆体を形成し，これを熱処理して
アルミナナノファイバーを得る方法が報告されている 2)．これに対し，本研究では水を溶媒とし
た ES 法を用い，簡便かつ環境に対する負荷が小さい方法でアルミナナノファイバーを形成するこ
とを目的とした． 
2．実験 
ポリビニルアルコール(PVA：重合度 1500)10wt%水溶液に重量比が PVA:Al2O3 = 6:4 となるよう
にアルミナ原料であるベーマイト粒子(DISPERAL P2，sasol 株式会社)を分散させ，紡糸液とした
(DISPERAL P2 の硝酸中での一次粒子径：25 nm)．印加電圧 15 kV，コレクター間距離 100 mm の
ES 条件で PVA-ベーマイトナノ複合体（前駆体）を形成し，昇温速度 10℃/min，所定温度で 5 時
間熱処理してアルミナナノファイバーを得た． 
3．結果と考察  
得られたアルミナは熱処理温度が 500～900℃では γ-アルミナであったが，1200℃では α-アルミ
ナに相転移した．Fig.1 には 500℃で熱処理して形成したアルミナナノファイバーの SEM 写真を示
す．平均繊維径は 215 nm，比表面積は 283 m2/g であった．1200℃の熱処理でも繊維形状を維持し
ていた．Fig.2 に前駆体の熱処理温度と得られたナノファイバーの繊維径・比表面積の関係を示す．
繊維径は熱処理温度に依存せず 200～300 nm に分布しているが，比表面積は熱処理温度の上昇に
伴いシンタリングにより減少している．500℃で熱処理した時は 283 m2/g であるが，1200℃では
5.38 m2/g になり，非多孔質 α-アルミナナノファイバーが形成されたと判断できる． 
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Fig.2 Effect of the calcination temperature of 
precursor nanofibers upon the fiber diameter and 
specific surface area of alumina nanofibers. 
0
100
200
300
400
500
400 600 800 1000 1200
Calcination temperature (℃)
Fi
be
r d
ia
m
et
er
 (n
m
)
0
100
200
300
Sp
ec
ifi
c 
su
rf
ac
e 
ar
ea
 (m
2 /g
)Fiber diameter
Specific surface area
Fig.1 SEM image of alumina 
nanofibers calcined at 500℃ for 
5 hours. 
